






























2016 年 11 月 30 日受付









































































































※ 「第 4 回，第 7 回の園体験」では読み聞かせを





に訪問する時間帯は昼休み（12:40 から 30 分間
程度）とした。
園児にとっては給食とお昼寝のあいだの時間
































































































































































































































































M（4） 何歳かにあった絵本。みんなこっちを向いて聞いているか。笑顔になって盛り上げる。4 から 6 歳児には，飽きたなどの発言がないよう，内容が長く意味のこもったファンタジーなどを選ぶ
N（6） 声は大きくハキハキと。登場人物によって言い方を変える。片手でしっかり持つ。オープニングとエンディングを考える。服装をきちんとする
O（17） 字がなくてもきちんと見せる。どんな様子で聞いているのか見ながら読む。読み終わったら表紙を見せる。やたら感想を聞かない。めくりやすくなるよう折り目をしっかりつける
P（10） 心を込めてよむ。自分が絵本のキャラクターになりきる。子ども達の顔をよく見る。表紙や裏表紙を見せる。そのときの環境に合った読み方
Q（20） 見やすい高さを考える。全員が見えるように開く。絵本がふらふらしない。繰り返し読み込む　子ども達の顔も見る。ていねいにめくる。本の大切さを知ってもらう。自分も楽しそうに読む
R（16） 下読みをしっかり。ひっかからないように意識。自分がその絵本の魅力を知っていて子どもに伝えたいという思いがあること。はいおしまい，でなく，感じたことを一緒に自由に話してみること
S（19）
全員に聞こえる声の大きさで読む。後ろの子に見えるように高さを合わせる。絵本が上を向かないよ
うに手で絵を隠さないように。文を短くしたり勝手にしない。読み間違いがないようにする。1 ペー
ジ 1 ページをゆっくりみなが絵を見れるように。ひとつの物語をきちんとイメージしながら読む。次
の活動を考えて本を選ぶ。子ども達の発達の様子を見て絵本を考える。この本をよんで何を伝えたい
か。言葉を正しく使われているものを読む
T（8） 声の大きさ，強弱，間の取り方。全員に見えるように，子ども達の顔を見て読むことが大切。笑顔で読む
U（10）
絵本が見えない子がいないか確認する。速すぎず遅すぎず適切な速さでよむ。めくるスピードに気を
つける。強弱をつける。例えば「わぁ」とか少しおおげさに。派手な服装で読まない。絵本が汚れて
しまっても，保育者が大切に扱うことを見せる
V（19）
読む前に絵本のお話しへの期待感を子どもに持たせる。じっくり絵を見ることができるようにする　
子ども達の反応に合わせながら読む。子ども達の反応で学ぶ。自分なりに工夫してよむ。子ども達の
視線を意識する
W（11）
子どもの家庭の状態などに配慮し，その子にとって傷付く作品は読まない。すべての子どもが見える
ようなイスの配置に気を配る。事前に読み込み，緩急や強弱などチェックしておく。読むときの姿勢
に気をつける。手遊びなどの導入をとりいれ，スムーズに絵本を読み始められるようにする
X（26） 年齢にあった絵本。子どもの育てたい面を考え，それに合った絵本。読む前と後のことばかけ。作者名までしっかり読む。何度も繰り返し読む練習をする。裏表紙まで絵本のすべてを見せる
Y（18）
年齢にあったもの，こどもの生活や体験に基づいた本を選ぶ。本のカバーははずす。子どもの想像力
を邪魔しないようにリアクションはさける。ページをとばさない。大人（読み手）自身も楽しむ子ど
も達にきちんと目を向け，目を合わせながら読む。はっきりと話す。読み聞かせに入る前に言葉をし
っかりと集中できるようにする。子どもが興味をもつところを予想して，そこを盛り上げられるよう
に組み立てる。声の大きさを考えて出す。読んでいるときに余裕が出てきたら聞き手を見る。ページ
のめくり方，シーンに合わせて変える。ゆっくり一字一字大切に読む。想像しやすいようにゆったり
と大きく口をあけて読む　短すぎず長すぎない絵本を選ぶ。明るい表情で読む
Z（11）
心を込めて絵本の世界に自分も入りながら読む。こんな風に思うんだろうなと考えながら間を取った
り抑揚をつけたりする。子どもの遊びに沿った絵本選び。その時の環境や人数に合わせた読み方　絵
本の作品分析。むやみに答えを言わない。自分で考える力をつけるため
A2（8）
絵本の高さ，後ろの子達にも見えているか。声の大きさ，後ろの子達にも聞こえているか。言葉，子
ども達が知らない言葉はないか，説明を交えて。スピードが的確であるだろうか，子ども達を見なが
ら。絵本の世界に入らせてあげる
B2（12）
見やすい位置に絵本を持つ。後ろまで聞こえるように読む。セリフは声を変えるなどわかりやすいよ
うにする。子どもが集中しているか時々見ながら読む。読む前は絵本を隠し，秘密にする。まじめな
絵本は静かに，楽しい絵本は楽しそうに読む
C2（12） 心を込めて読む。内容が頭に入るまで練習する。こどもの反応を大事にする　絵本を触りたがる子が居たら壊されないように見守りながら触ってもらう
「子どもと読み聞かせ・絵本」実践研究300
8． 体験を通して学ぶこと，学生にとって
の意味
－成果と課題－
学生同士で，また園児の前で，絵本の読み聞か
せを繰り返しするという体験を経て，学生の気づ
いたことが，前項の表にあるとおり実感を伴う個
性的な言葉として表現されていた。
例えば「ネイルをしない」「前髪を留める」な
ど身だしなみに関する配慮が実践的に必要なこと
として自覚されたこと。
「子どもの季節遊びに沿った絵本選び」「そのと
きの人数に合わせた声の大きさ」など，目の前の
子どもにしっかり目を向けようとする姿勢が生ま
れたこと。
「子どものつぶやきを感じ取りながら読む」「子
どもの反応に合わせて」など，読み聞かせをする
側の思いだけではなく，子どもの反応に学ぶとい
う保育者として将来不可欠な資質・態度が表れ始
めたこと。
「むやみに答えを言わない，自分で考える力を
つけるため」「次の活動を考えて絵本を選ぶ」など，
子どもを保護援助する側面だけでなく教育者とし
て育成目標をもつという意識の芽生えがあること。
「絵本を読んだあと触りたがる子がいたときの
対処」「子どもの家庭状況をよく知って，絵本を
選ぶ」など，絵本を扱うことそのものへの配慮に
言及するという，よりより保育者像が学生自身の
なかに生まれたこと。
これらは，学生が体験を通して学んだことの「我
が事としての成果」である。
一般的で教科書に載っているような表現という
よりも，現場的な知恵となるような表現に近づい
ている。自分が子どもの姿に接して実感したこと
が，その人らしい気づきの表現（言葉）になって
いるからである。体験してみての気づきの自覚化
（文字化）が，学生個々の学びを明確にすること
は実証できたと言えよう。
また，学生相互の「気づきの交流」が気づきの
幅を広げることや気づきの種類を増やすことも確
かめられた。
しかし，今回の授業実践の最中に筆者が感じた
ことでもあるが，ディスカッションの活性化への
工夫は足りなかった。そもそもディスカッション
という形態が読み聞かせ後のグループ学習（気づ
きの交流）に最適かどうかの検討も必要である。
つまり，「グループ学習という体験」による学
生の学びについては自分（教師）の中で未だ不分
明なことが多い。
以上の成果と課題を，来年度の授業実践への自
らの問いとしてつなげる決意を述べて，本稿のま
とめとする。
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